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ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
成
立
秘
史

内

山

正

ヒ
ヒ
“

ム
目
ハ

一

　
日
露
戦
争
が
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
、
米
国
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
の

ポ
ー
ツ
マ
ス
で
結
ば
れ
た
講
和
条
約
で
終
止
符
を
打
つ
た
こ
と
は
、
ひ
ろ
く
知

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会
議
が
当
時
の
米
国
大

統
領
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
斡
旋
に
よ
つ
て
開
か
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
も
ま
た
、
内
外
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
日
露
の
講
和
が
、
単
に
戦
局
の
推
移
に
伴
つ
て
必
然
的
に
招

来
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
た
父
単
に
、
交
戦
国
双

方
に
講
和
の
た
め
の
交
渉
接
触
の
場
所
を
提
供
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
著
し
い
認
識
不
足
で
あ
る
。
日
露
両
国
の
和
平
気
運

が
熟
成
し
て
講
和
は
実
現
し
た
の
で
は
な
く
、
交
戦
国
双
方
に
歩
み
寄
り
が
非

常
に
困
難
な
と
き
に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
目
本
に
対
す
る
絶
大
な
支
援
寄
与
が

あ
つ
た
れ
ば
こ
そ
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
日
露
講
和
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
講
和
と
い
え
ば
、
何
と
い
つ
て
も
小
村
、
ウ
イ
ッ
テ

　
　
　
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

と
い
う
よ
う
な
全
権
が
立
役
者
で
あ
つ
て
、
ル
ー
ズ
ペ
ル
ト
の
如
ぎ
中
立
国
の

第
三
者
は
、
脇
役
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
わ
が
国
の
側
で
の
講

和
要
求
事
情
に
つ
い
て
も
、
児
玉
源
太
郎
満
州
軍
総
参
謀
長
が
奉
天
戦
後
に
、

「
日
本
軍
は
こ
れ
よ
り
一
歩
も
前
進
し
得
ず
と
報
じ
て
来
た
」
（
谷
寿
夫
著
・
機

密
日
露
戦
史
六
〇
八
頁
）
こ
と
な
ど
に
着
目
さ
れ
た
り
、
樺
太
南
半
獲
得
に
つ
い

て
の
秘
話
が
当
時
の
石
井
菊
次
郎
電
信
課
長
に
よ
つ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
た
り
し
て
は
い
る
が
、
外
国
で
の
と
り
わ
け
米
国
に
お
け
る
日
露
講
和

関
係
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
の
成
立
過
程
を
調
べ
る
な
ら
ば
、

当
事
者
た
る
目
露
両
国
全
権
団
の
接
衝
活
動
そ
の
も
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

講
和
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
タ
で
ミ
ン
グ
、
条
件
作
り
、
裏
工
作
な
ど
そ
の
膳

立
て
に
至
つ
て
は
、
中
立
国
大
統
領
た
る
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
文
字
通
り

の
推
進
役
に
な
つ
て
い
た
こ
と
を
発
見
す
る
。
》
、
の
調
停
斡
旋
の
程
度
た
る
や
、

通
常
の
周
旋
役
の
類
い
の
も
の
を
遥
か
に
越
え
て
、
自
ら
が
交
戦
国
日
本
に
代

つ
て
、
そ
の
利
益
代
表
で
あ
る
か
の
如
く
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
精
力
的
に
活
動
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
二
二
八
九
）



　
　
　
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
対
日
尽
力
に
つ
い
て
の
関
心
程
度
に

つ
い
て
は
、
当
時
の
国
内
的
事
情
か
ら
重
視
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
目

比
谷
焼
打
事
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
国
民
的
不
満
の
反
射
と
し
て
無
視
さ
れ
、

殆
ん
ど
そ
の
正
当
な
評
定
が
な
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

事
実
を
知
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
日
露
戦
争
を
勝
利
の

形
に
導
い
た
恩
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
い
か
に
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ

と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
実
際
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
講
和
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
よ
く
と
ら
え
て
、
日
本
と

し
て
は
到
底
や
れ
な
か
つ
た
対
露
接
近
工
作
を
敢
え
て
し
て
く
れ
た
事
実
は
、

今
ま
で
日
本
側
で
は
、
不
問
の
形
の
ま
x
で
看
過
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
そ
の
関
係
資
料
の
ア
ク
セ
ス
が
出
来
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
今
般
わ
が
法
学
部
に
提
出
さ
れ
た
松
村
正
義
氏
、

の
「
戦
時
広
報
外
交
の
研
究
－
日
露
戦
争
に
お
け
る
金
子
堅
太
郎
」
な
る
博
士

論
文
を
読
む
迄
は
、
筆
者
自
身
、
そ
の
詳
細
を
知
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、

偶
々
該
博
士
論
文
審
査
に
主
査
と
し
て
携
わ
つ
た
関
係
か
ら
、
全
巻
一
五
五
三

頁
に
わ
た
る
周
密
な
研
究
を
つ
ぶ
さ
に
精
査
し
、
さ
ら
に
同
氏
か
ら
借
用
し
た

国
霜
閃
窪
①
℃
．
↓
勾
》
2
一
℃
↓
訂
θ
園
閏
》
↓
属
o
協
℃
○
国
ω
竃
○
口
↓
国
1
》
b

》
亀
＜
①
暮
弩
①
ぎ
》
ヨ
o
ユ
。
き
U
ぢ
一
〇
ヨ
帥
q
（
一
8
縛
q
巳
く
Φ
邑
蔓
o
眺
囚
g
－

9
0
ξ
零
窃
の
）
を
閲
読
す
る
に
及
ん
で
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
対
日
後
援
貢
献

が
実
に
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
の
で
あ
る
。

　
芳
、
れ
は
、
日
露
開
戦
と
共
に
米
国
の
対
日
世
論
親
善
化
工
作
の
た
め
に
渡
来

し
た
金
子
堅
太
郎
が
、
ハ
ー
バ
ー
ト
大
学
の
同
窓
た
り
し
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
と
の
密
接
な
親
交
を
通
じ
て
、
民
間
広
報
担
当
大
使
と
し
て
め
ざ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
（
一
三
九
〇
）

い
活
動
を
し
た
結
果
で
も
あ
つ
た
こ
と
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の

金
子
の
奮
闘
と
対
応
す
る
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
所
業
は
、
金
子
個
人
の
行
動
半
径

を
遥
か
に
こ
え
、
そ
れ
を
遥
か
に
上
廻
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
金
子
個
人
の

活
動
業
績
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
松
村
博
士
の
著
書
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
に
譲
る
と
し
て
、
こ
』
で
特
に
問
題
と
し
た
い
の
は
、
外
務
省
外
交

史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
諸
資
料
、
殊
に
昭
和
十
三
年
九
月
十
七
日
、
神
川

彦
松
博
士
が
葉
山
一
色
に
親
し
く
訪
問
し
た
際
の
速
記
録
、
「
金
子
堅
太
郎
伯

述
・
日
露
講
和
二
関
シ
米
国
二
於
ケ
ル
余
ノ
活
動
二
就
テ
」
（
昭
和
＋
四
年
一
月
、

外
務
省
調
査
部
第
｝
課
）
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
資
料
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
知
ら
れ
た
新
事
実
で
あ
る
。
以
下
は
、
こ
の
関
係
記
録
を
ア

メ
リ
カ
側
資
料
た
る
ス
ト
ー
ク
ス
文
書
或
い
は
上
掲
ト
ラ
ニ
著
作
と
対
照
検
討

し
た
結
果
に
基
く
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
共
に
、
日
露
戦
争
当
時
、
在
米
国
大
使
館
附
海
軍
武
官
で
あ
つ
た
竹

下
勇
中
佐
（
当
時
）
の
口
述
記
録
、
「
竹
下
勇
大
将
述
・
日
露
戦
争
当
時
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
ト
ノ
交
遊
其
他
雑
感
」
（
昭
和
十
五
年
二
月
外
務
省
調
査
部
第
四
課
）

を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
金
子
記
録
を
裏
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を

記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
親
日
的
態
度
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た

の
は
、
こ
の
竹
下
記
録
に
よ
つ
て
父
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
次

の
一
節
を
引
用
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
竹
下
武
官

に
、
「
自
分
ハ
斉
藤
氏
ノ
忠
臣
蔵
ノ
英
訳
ヲ
読
ン
ダ
ガ
、
非
常
二
興
味
ヲ
覚
エ

タ
ノ
デ
、
暑
中
休
暇
ノ
読
ミ
物
ト
シ
テ
自
分
ノ
子
供
二
買
ッ
テ
与
ヘ
タ
。
熟
々

思
フ
ニ
今
度
ノ
日
露
戦
争
ハ
忠
臣
蔵
ヲ
大
規
模
ニ
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
。

日
本
人
ハ
侮
辱
ヲ
受
ケ
ル
ト
必
ス
復
讐
ヲ
ス
ル
。
日
露
戦
争
ノ
抑
々
ノ
原
因
ハ



日
清
戦
争
後
ノ
三
国
干
渉
二
在
ル
。
ソ
コ
デ
十
年
一
剣
ヲ
磨
イ
テ
日
本
人
ガ
起

ッ
タ
ノ
ガ
日
露
戦
争
デ
ア
リ
、
此
ノ
精
神
ハ
全
部
忠
臣
蔵
二
表
ハ
レ
テ
居
ル
ナ

ド
ト
語
ッ
タ
」
と
あ
る
。
ま
た
日
本
海
々
戦
に
大
勝
し
た
直
後
、
竹
下
武
官
が

五
月
三
一
日
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
を
白
璽
館
に
訪
ね
て
公
報
を
示
し
た
際
、

大
統
領
は
海
軍
長
官
「
ポ
ー
ル
・
モ
ル
ト
ど
（
霊
三
竃
。
辞
8
）
及
び
ガ
ー
フ

ィ
ー
ル
ド
（
O
帥
誌
①
5
を
そ
の
席
に
招
ぎ
、
同
武
官
に
対
し
て
、

　
　
「
貴
国
海
軍
ノ
成
功
二
就
キ
貴
下
二
祝
意
ヲ
表
ス
ル
。
是
ハ
実
二
偉
大
ナ

　
　
ル
勝
利
デ
ア
リ
、
英
国
ガ
仏
西
両
国
ノ
連
合
艦
隊
ヲ
破
ヅ
タ
彼
ノ
『
ト
ラ

　
　
フ
ァ
ル
ガ
ー
』
ノ
海
戦
ニ
モ
比
ス
ベ
キ
劃
期
的
ノ
勝
利
デ
ア
リ
、
到
底
言

　
　
葉
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
斯
ノ
如
キ
光
輝
ア
ル
勝
利
二
対
シ
テ
祝
詞
ヲ
充
分
二
言

　
　
ヒ
得
ナ
イ
位
ノ
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
寧
ロ
奇
蹟
的
（
一
江
鶉
o
目
9
践
轟
ヨ
貰
－

　
　
〈
o
一
一
〇
房
）
ト
モ
称
ス
ベ
キ
大
ナ
ル
勝
利
デ
ア
ル
。
実
ハ
自
分
ハ
此
ノ
戦
勝

　
　
ノ
報
ヲ
得
ル
迄
ハ
心
配
シ
テ
居
ッ
タ
。
（
中
略
）
ト
ロ
ヲ
極
メ
テ
日
本
ノ
勝

　
　
利
ヲ
喜
ン
デ
呉
レ
、
最
後
二
「
万
歳
」
ヲ
唱
ヘ
タ
。

　
　
『
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
』
ノ
喜
ニ
ハ
ニ
様
ノ
意
味
ガ
ア
ッ
タ
。
即
チ
第
一
ニ

　
　
ハ
、
予
テ
同
情
ヲ
寄
セ
来
ツ
タ
日
本
ガ
勝
ツ
タ
コ
ト
ヲ
喜
ブ
ト
共
二
、
他

　
　
方
日
露
両
国
ノ
勝
負
ガ
完
全
二
之
二
依
ツ
テ
決
シ
タ
カ
ラ
ニ
ハ
、
自
分
ガ

　
　
仲
裁
ノ
役
ヲ
買
ヅ
テ
出
テ
、
世
界
平
和
ノ
為
二
貢
献
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル

　
　
ト
云
フ
点
カ
ラ
大
イ
ニ
暑
ン
ダ
モ
ノ
デ
ア
ル
コ
ト
ガ
了
解
サ
レ
ル
。

　
　
後
日
金
子
伯
二
大
統
領
ガ
語
ツ
タ
所
二
依
ル
ト
、
『
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
』
ハ
其

　
　
ノ
時
、
私
ノ
コ
ト
ヲ
「
今
日
合
衆
国
二
於
ケ
ル
日
本
人
ノ
中
デ
ア
ノ
『
キ

　
　
ャ
プ
テ
ン
』
位
喜
ン
デ
居
ル
人
ハ
ア
ル
マ
イ
」
ト
　
『
モ
ル
ト
ン
』
及
ビ

　
　
『
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
』
ト
話
シ
タ
ト
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
。

　
　
　
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

　
　
万
歳
ヲ
唱
ヘ
ル
時
ニ
ハ
給
仕
二
三
鞭
ヲ
運
バ
セ
テ
四
人
デ
杯
ヲ
挙
ド
タ
。

　
　
而
シ
テ
大
統
領
ハ
、
「
自
分
ハ
中
立
国
ノ
大
統
領
デ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
、
此

　
　
ノ
席
二
於
テ
ハ
自
分
ハ
友
人
デ
ア
ル
。
友
人
ノ
国
ノ
戦
勝
ノ
報
ヲ
得
タ
ノ

　
　
デ
ア
ル
カ
ラ
此
処
デ
ソ
レ
ヲ
祝
ス
ル
ノ
ハ
何
等
差
支
ナ
イ
」
ト
私
二
言
ツ

　
　
タ
。
斯
ウ
云
フ
コ
ト
ハ
当
時
ハ
一
寸
発
表
シ
難
カ
ツ
タ
ガ
、
今
ト
ナ
ツ
テ

　
　
ハ
構
ハ
ナ
イ
ト
思
フ
。

　
　
戦
時
中
日
本
ハ
、
軍
事
公
債
ヲ
紐
育
デ
募
ツ
テ
居
ッ
タ
ガ
、
ソ
レ
ガ
ニ
十

　
　
五
億
ニ
モ
及
ブ
ト
日
本
ハ
窮
境
二
陥
ツ
テ
、
破
産
シ
テ
シ
マ
フ
虞
モ
ア

　
　
ル
、
故
二
宜
イ
汐
時
ヲ
見
テ
日
露
間
ノ
仲
裁
ヲ
シ
ョ
ウ
ト
云
フ
考
ガ
『
ル

　
　
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
』
ニ
ハ
早
ク
カ
ラ
ア
ッ
タ
。
日
本
海
海
戦
デ
其
ノ
決
心
ガ

　
　
愈
々
極
マ
リ
、
直
接
露
都
駐
在
ノ
『
マ
イ
ヤ
ー
』
大
使
二
電
命
シ
テ
是
レ

　
　
以
上
戦
争
ヲ
続
ケ
テ
モ
到
底
露
西
亜
ガ
日
本
二
勝
ツ
見
込
ハ
ナ
イ
シ
、
又

　
　
人
道
上
カ
ラ
見
テ
モ
是
ハ
許
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
デ
ア
ル
カ
ラ
、
講
和
セ

　
　
ラ
レ
ル
ガ
宜
イ
、
若
シ
講
和
ノ
意
思
ガ
ア
ル
ナ
ラ
バ
、
自
分
ガ
仲
裁
ノ
労

　
　
ヲ
執
ラ
ウ
、
日
本
側
ニ
モ
同
様
ノ
コ
ト
ヲ
云
フ
、
ト
云
フ
意
味
ノ
コ
ト
ヲ

　
　
露
側
二
申
出
サ
セ
タ
。
斯
ク
ノ
如
ク
日
本
二
同
情
ア
ル
行
為
ヲ
為
ス
ニ
至

　
　
ツ
タ
大
統
領
ノ
真
情
ハ
、
終
始
親
密
ニ
シ
テ
居
ツ
タ
私
ト
シ
テ
充
分
二
了

　
　
解
シ
得
ル
ノ
デ
ア
ル
」
。
（
以
下
略
）

　
こ
の
竹
下
口
述
記
録
と
符
合
す
る
の
は
、
先
に
ふ
れ
た
金
子
口
述
記
録
で
あ

る
。
こ
の
金
子
資
料
は
、
そ
の
冒
頭
に
、
「
日
露
戦
争
当
時
二
於
ケ
ル
外
交
ハ

我
々
ガ
ヤ
ッ
タ
ノ
デ
、
金
子
ナ
ド
ハ
何
モ
シ
ハ
シ
ナ
イ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
外
務
省

ノ
人
々
ハ
言
ツ
テ
、
私
ノ
当
時
ノ
行
動
ハ
世
間
ヘ
モ
出
サ
ズ
、
又
参
考
ニ
モ
シ

テ
居
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
見
エ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
一
三
九
一
）



　
　
　
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

に
小
村
外
交
と
通
称
さ
れ
て
い
る
正
史
的
側
面
に
反
駁
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
老
伯
爵
の
追
憶
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
同
記
録
の
中
に
見
出
さ
れ
た
客
観
的
部
分
を

ア
メ
リ
カ
側
資
料
と
対
比
比
較
す
る
こ
と
に
重
き
を
お
き
た
い
と
思
う
。

　
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
日
露
講
和
を
つ
と
に
希
望
し
て
い
た
の
は
、
周
知
の
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
が
日
本
晶
負
で
あ
つ
た
こ
と
、
大
国
ロ
シ
ア
に
対
す

る
ア
ン
ダ
ー
・
ド
ッ
グ
、
負
け
犬
と
思
つ
て
い
た
日
本
を
助
け
た
い
と
い
う
同

情
心
が
あ
つ
た
こ
と
だ
け
に
帰
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
が
「
ロ
シ
ア
に
対
し

ア
メ
リ
カ
に
代
つ
て
日
本
が
戦
つ
て
い
る
」
．
．
冒
冨
三
ω
巳
塁
ぎ
α
q
o
ξ
鴉
ヨ
①

（
↓
ぽ
o
露
器
》
。
ω
鉱
一
①
ざ
》
∪
な
一
〇
日
讐
一
〇
頃
一
ω
8
疑
網
9
》
ヨ
Φ
ユ
o
卑
ロ
勺
Φ
o
筥
ρ

一
。
輿
P
㎝
ミ
）
と
い
う
意
識
が
あ
つ
た
か
ら
に
は
ち
が
い
な
い
に
せ
よ
、
日
本
に

敗
け
さ
せ
ま
い
と
講
和
に
熱
心
で
あ
つ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

（
↓
毒
島
」
9
ρ
O
げ
四
讐
段
↓
げ
お
Ω
↓
冨
男
冒
警
も0
5
℃
8
b
o
帥
8
参
照
）
。
と
り

わ
け
、
一
九
〇
五
年
一
月
旅
順
が
陥
落
し
た
と
き
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
以
前
そ

の
話
に
乗
ら
な
か
つ
た
金
子
に
、
「
今
度
ハ
宜
イ
ダ
ロ
ゥ
レ
（
金
子
記
録
二
五
頁
）

と
い
つ
て
日
本
に
勧
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ロ
シ
ア
に

対
し
て
講
和
打
診
を
し
た
と
こ
ろ
、
旅
順
を
と
ら
れ
て
も
、
ま
だ
満
州
に
は
数

十
万
の
兵
が
い
る
し
、
・
シ
ア
の
領
土
に
は
一
歩
も
日
本
軍
は
入
つ
て
い
な
い
、

ま
た
今
日
露
が
談
判
す
る
こ
と
は
・
シ
ア
の
面
目
に
か
N
る
と
い
つ
て
承
知
し

な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
い
よ
い
よ
そ
の
時
機
到
来
と
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
対
露

講
和
に
本
腰
を
あ
げ
た
の
は
、
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
艦
隊
が
日
本
海
々
戦
で
全
滅
」

た
と
き
で
あ
つ
た
。
（
↓
声
賞
薫
“
質
困
）
こ
の
と
き
も
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が

ロ
シ
ア
に
当
つ
て
み
た
け
れ
ど
も
、
「
ヤ
ハ
リ
承
知
シ
ナ
ィ
」
こ
と
が
判
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
（
一
三
九
二
）

・
シ
ア
は
「
艦
隊
ハ
潰
レ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
“
ハ
ル
ぜ
ソ
”
ニ
ハ
未
ダ
六
十
万
ノ

兵
が
ア
ル
、
目
本
ハ
漸
ク
奉
天
迄
シ
カ
来
テ
居
ラ
ヌ
デ
ハ
ナ
イ
カ
、
ハ
ル
ピ
ン

ハ
満
州
デ
シ
ベ
リ
ア
ニ
ハ
日
本
兵
ハ
全
然
入
ッ
テ
居
ラ
ヌ
ト
云
ッ
テ
同
意
シ
ナ

イ
」
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
カ
ッ
シ
ニ
（
9
霧
冒
一
）
駐
米
大
使
が

硬
直
な
主
戦
派
で
あ
つ
た
か
ら
で
も
あ
つ
た
。
こ
の
外
交
経
路
で
講
和
ア
プ
ロ

ー
チ
を
し
て
も
無
駄
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
直
接
ロ
シ
ア

本
国
で
駐
露
マ
イ
ヤ
ー
大
使
（
0
8
茜
Φ
＜
9
い
窪
α
q
①
爵
Φ
ζ
2
興
）
を
通
じ
て
、

β
シ
ア
皇
帝
に
直
接
接
渉
す
る
こ
と
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
マ
イ
ヤ
ー
は
、
駐

伊
大
使
で
あ
つ
た
が
フ
ラ
ソ
ス
大
使
に
栄
転
す
べ
ぎ
有
能
敏
腕
の
外
交
官
で
、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
マ
イ
ヤ
ー
を
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
送
つ
た
の
は
、
特
に
日
露

講
和
促
進
の
た
め
に
働
く
べ
き
適
材
で
あ
る
と
し
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
マ
イ
ヤ

ー
が
・
シ
ア
に
着
任
す
る
の
は
、
一
九
〇
五
年
四
月
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
日
露

戦
争
も
終
り
に
近
づ
い
た
と
き
で
あ
つ
た
。
（
↓
声
巳
」
寓
F
署
」
。
。
よ
Φ
）
い
わ

ぽ
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
日
露
間
の
講
和
に
備
え
て
、
ロ
シ
ア
宮
廷
に
も
信
篤
く

ロ
シ
ア
側
と
の
意
思
疎
通
を
は
か
る
た
め
に
、
マ
イ
ヤ
ー
を
駐
露
大
使
に
転
任

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ
ノ
ナ

　
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
マ
イ
ヤ
ー
に
・
シ
ア
皇
帝
を
訪
問
L
て
、
大
統
領
個
人

ル
じ
ダ
イ
レ
ク
ノ
ゆ
ノ

の
命
令
で
、
皇
帝
に
日
本
と
講
和
が
出
来
る
か
ど
う
か
話
し
合
う
た
め
両
国
代

表
を
L
て
会
見
さ
せ
る
た
め
の
同
意
を
促
す
よ
う
に
訓
令
す
る
（
↓
蚕
鼻
蕎
皇

》
零
）
の
で
あ
る
。
マ
イ
ヤ
ー
が
外
務
省
に
か
け
つ
け
、
皇
帝
に
謁
見
方
を
要

請
す
る
の
で
あ
る
が
、
ラ
ム
ス
ド
ル
フ
外
相
は
、
宮
廷
行
事
の
た
め
即
日
謁
見

を
拒
否
す
る
。
し
か
し
マ
イ
ヤ
ー
は
諦
め
ず
、
大
統
領
が
皇
帝
宛
の
直
接
捧
呈

案
電
文
を
至
急
手
渡
す
こ
と
を
外
相
に
乞
い
、
外
相
か
ら
の
回
答
を
待
つ
。
遂



に
、
マ
イ
ヤ
ー
は
、
謁
見
が
未
だ
行
わ
れ
た
こ
と
の
な
か
つ
た
皇
后
の
誕
生
日

の
二
時
に
謁
見
許
可
の
返
事
を
四
時
四
五
分
に
受
け
、
（
六
月
六
日
マ
ィ
ヤ
i
日

記
）
翌
日
一
時
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
を
立
つ
て
、
セ
・
離
宮
を
訪
ね
、
六
月
七
目

二
時
か
ら
約
一
時
間
に
わ
た
つ
て
皇
帝
と
会
談
す
る
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
皇
帝

宛
電
文
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
金
子
が
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
か
ら
、
「
コ
ノ
文
章
デ
ハ
ド
ウ
カ
ト
其
ノ
電
文
ヲ
見
セ
」
て
貰
つ
た
も

の
に
よ
れ
ば
、
大
略
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
、
「
此
ノ
侭
続
ケ
レ
バ
日
本

ハ
連
戦
連
勝
デ
ア
ル
。
ソ
レ
デ
ハ
露
帝
国
ヲ
建
テ
タ
ラ
レ
タ
『
イ
ワ
ン
』
皇
帝

二
対
シ
テ
陛
下
ハ
申
訳
ア
リ
マ
ス
マ
イ
。
日
本
ハ
『
シ
ベ
リ
ア
』
ヲ
取
リ
『
バ

イ
ヵ
ル
』
迄
行
ク
コ
ト
ハ
分
ツ
テ
居
ル
。
今
調
停
二
応
ジ
ナ
イ
ナ
ラ
バ
、
『
イ
ワ

ン
』
皇
帝
以
来
ノ
領
土
ヲ
日
本
二
取
ラ
レ
ル
ト
言
フ
迄
ノ
恥
辱
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト

ニ
ナ
ル
。
幸
ヒ
私
ガ
調
停
ス
ル
カ
ラ
之
二
応
ジ
ラ
レ
ル
ガ
宜
シ
カ
ラ
ウ
。
私
ハ

切
二
露
国
ノ
為
ヲ
思
フ
者
デ
ア
ル
」
　
（
上
掲
記
録
二
七
頁
）
と
い
う
趣
旨
の
も
の

で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
正
式
の
「
米
国
大
統
領
『
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
』
氏
会
見
始

末
第
ご
の
中
で
は
整
え
ら
れ
た
文
章
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
の
從
心
懸
に
よ
つ
て
マ
イ
ヤ
ー
は
、
・
シ
ア
皇
帝
に
訴
え
た
の
で
あ
つ
た
。

し
か
も
こ
れ
に
対
し
て
皇
帝
が
日
本
の
講
和
代
表
と
の
会
合
に
難
色
を
示
す

や
、
マ
イ
ヤ
ー
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
が
カ
イ
ゼ
ル
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
か
ら
の

親
書
を
受
け
た
こ
と
を
衝
い
て
、
カ
イ
ゼ
ル
も
講
和
を
勤
め
て
い
る
で
は
な
い

か
と
言
及
す
る
と
、
し
ば
し
沈
黙
の
後
に
、
遂
に
皇
帝
は
目
露
両
国
の
代
表
が

講
和
の
会
合
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
大
統
領
案
に
賛
意
を
表
し
た
の
で
あ

る
。
（
り
き
＝
σ
す
署
し
。
。
ふ
。
）
マ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
こ
の
七
日
の
電
報
を
受
け

た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
歓
喜
し
て
、
会
談
交
渉
の
手
筈
を
整
え
る
よ
う
六
月
八

　
　
　
　
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

日
に
日
露
両
国
に
伝
達
し
、
こ
こ
に
講
和
へ
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
こ
x
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
日
露
講
和
に
対
す
る
異
常

な
熱
意
で
あ
る
。
そ
れ
が
彼
の
歴
代
米
国
大
統
領
に
抜
ん
出
た
帝
国
主
義
的
野

心
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
外
交
的
功
業
を
ね
ら
つ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
に
せ

よ
、
彼
の
尽
力
な
く
し
て
は
あ
の
と
き
日
露
両
国
が
講
和
の
席
を
も
つ
こ
と
が

出
来
な
か
つ
た
こ
と
だ
け
は
た
L
か
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
駐
露
マ
イ
ヤ

ー
米
国
大
使
の
対
日
寄
与
を
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
は
、
た
父
に
、

ロ
シ
ア
皇
帝
へ
の
直
接
接
衝
で
講
和
の
契
機
を
作
つ
て
く
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

樺
太
南
半
獲
得
に
つ
い
て
も
非
常
な
力
を
貸
し
て
く
れ
た
こ
と
も
ま
た
感
謝
を

以
て
記
録
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
樺
太
割
地
成
功
に
つ
い
て
も
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
蔭
の
力
が
大
ぎ
か
つ

た
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
金
子
記
録
の
後
半
に
、
“
「
サ
ガ
レ
ン
」
占
領

の
暗
示
”
と
い
う
一
項
が
あ
る
。
そ
の
要
項
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
愈
々
休
戦
条
約
ヲ
シ
テ
談
判
ヲ
開
カ
ウ
ト
云
ウ
コ
ト
が
決
定
ス
ル
ト
、
「
ル

ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
」
ハ
、
「
露
国
ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
償
金
ヲ
払
ハ
ナ
イ
ト
言
フ
カ
ラ
、

償
金
ハ
諦
メ
テ
『
サ
ガ
レ
ン
』
ヲ
取
レ
。
ソ
レ
ニ
ハ
ニ
箇
旅
団
ト
砲
艦
二
隻
モ

ア
レ
バ
宜
イ
。
今
ハ
露
国
人
ハ
居
ナ
イ
カ
ラ
ニ
箇
旅
団
ノ
陸
兵
ヲ
上
陸
サ
セ
テ

海
岸
ヲ
固
メ
、
砲
艦
ガ
始
終
周
囲
ヲ
廻
ツ
テ
居
レ
バ
、
陸
軍
ハ
大
陸
カ
ラ
渡
ツ

テ
来
ナ
イ
シ
、
若
シ
来
テ
モ
追
払
ヘ
ル
カ
ラ
、
早
ク
ヤ
レ
。
目
本
ガ
占
領
シ
テ

居
レ
バ
取
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
。
政
府
ノ
方
へ
早
ク
言
ツ
テ
ヤ
レ
」
ト
言
ツ
タ
ノ

デ
、
私
ハ
本
国
へ
直
グ
電
報
ヲ
打
ツ
タ
。
ソ
レ
ハ
六
月
十
目
時
分
ダ
ツ
タ
ト
思

フ
。
当
時
ハ
長
岡
外
史
ガ
参
謀
次
長
デ
ア
ッ
タ
ガ
、
私
ノ
帰
朝
後
「
大
変
面
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
一
三
九
三
）



　
　
　
ポ
ー
ソ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

イ
思
ヒ
当
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
ラ
報
告
二
来
タ
」
ト
私
ヲ
訪
テ
来
タ
。
長
岡
ハ
最

初
カ
ラ
「
サ
ガ
レ
ソ
」
へ
陸
海
軍
ヲ
送
ツ
テ
占
領
ス
ル
ト
共
二
、
大
陸
ノ
方
ハ

大
陸
ノ
方
デ
ヤ
ツ
テ
行
カ
ウ
ト
云
フ
考
ヘ
デ
、
其
ノ
コ
ト
ヲ
再
三
山
県
二
進
言

シ
タ
。
ス
ル
ト
山
県
ハ
、
「
貴
様
ノ
ヤ
ウ
ナ
戦
サ
ノ
コ
ト
ヲ
何
モ
知
ラ
ヌ
奴
ガ

生
意
気
ヲ
言
フ
ナ
」
ト
烈
火
ノ
如
ク
怒
ツ
タ
。
艦
隊
ヲ
ソ
ッ
チ
ヘ
ヤ
レ
バ
海
軍

ノ
カ
ヲ
割
ク
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
　
陸
軍
ハ
皆
満
州
へ
行
ツ
テ
居
ル
。

其
ノ
足
ラ
ナ
イ
兵
ヲ
「
サ
ガ
レ
ど
へ
送
ル
ナ
ン
ト
云
フ
乱
暴
ナ
コ
ト
ハ
出
来

ヌ
ト
叱
ラ
レ
タ
ト
云
フ
。
ソ
レ
ハ
六
月
ノ
初
メ
頃
ダ
ツ
タ
。

　
ス
ル
ト
七
月
ノ
初
メ
ニ
ナ
ッ
テ
カ
ラ
山
県
二
呼
バ
レ
テ
長
岡
ガ
行
ク
ト
、

「
二
箇
旅
団
ト
軍
艦
二
隻
ヲ
『
サ
ガ
レ
ソ
』
へ
送
ル
コ
ト
ニ
帷
握
上
奏
デ
決
定

シ
タ
カ
ラ
陸
軍
省
、
海
軍
省
へ
行
ッ
テ
命
令
シ
・
」
ト
言
ヒ
付
カ
ツ
タ
ノ
デ
、

「
ア
ナ
タ
ハ
反
対
シ
テ
居
ッ
タ
ノ
ニ
私
ノ
説
二
賛
成
ス
ル
ノ
デ
ス
カ
」
ト
言
フ

ト
、
「
バ
カ
、
何
デ
モ
宜
シ
イ
カ
ラ
早
ク
行
玄
ト
怒
鳴
ラ
レ
タ
ソ
ウ
ダ
。
「
後

デ
君
ノ
報
告
ヲ
俺
モ
見
タ
ガ
、
『
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
』
ガ
斯
ウ
言
ツ
タ
ト
云
フ

報
告
ガ
君
カ
ラ
来
タ
ノ
デ
、
ソ
レ
ニ
従
ッ
テ
山
県
ガ
俺
二
命
令
シ
タ
コ
ト
ガ
分

ツ
タ
」
ト
長
岡
ガ
私
二
言
ッ
テ
笑
ッ
タ
コ
ト
ガ
ア
ル
。

　
「
カ
ッ
シ
ニ
ー
」
ノ
後
ヲ
承
ケ
テ
駐
米
大
使
ニ
ナ
ツ
タ
「
ロ
ー
ゼ
ン
」
ガ
後

年
発
表
シ
タ
日
記
ヲ
読
ム
ト
、
次
ノ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
が
ア
ル
。

　
休
戦
シ
テ
居
ル
ノ
ニ
日
本
ハ
軍
艦
ヲ
送
リ
陸
軍
ヲ
送
ツ
テ
「
サ
ガ
レ
ン
」
ヲ

占
領
シ
タ
ガ
、
是
ハ
休
戦
条
約
二
違
反
ス
ル
。
斯
カ
ル
約
束
ヲ
破
ツ
タ
日
本
政

府
二
対
シ
調
停
者
タ
ル
「
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
」
ヲ
シ
テ
撤
兵
方
ヲ
談
判
セ
シ
メ

ル
ヤ
ウ
交
渉
セ
ヨ
ト
本
国
カ
ラ
「
・
ー
ゼ
ン
」
ハ
電
命
ヲ
受
ケ
タ
。
併
シ
「
実
二

此
ノ
時
私
ハ
苦
シ
イ
命
令
ヲ
本
国
政
府
カ
ラ
受
ケ
2
ト
彼
ハ
書
イ
テ
居
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
（
二
二
九
四
）

ド
ウ
云
フ
訳
デ
苦
シ
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
書
イ
テ
ナ
イ
ガ
、
「
実
二
苦
シ
イ
」

ト
書
イ
テ
居
ル
。
犀
ー
ズ
ベ
ル
ト
」
ニ
ソ
レ
ヲ
言
ハ
ウ
カ
ド
ウ
カ
ト
苦
シ
ン

ダ
ガ
、
本
国
政
府
ノ
命
令
ダ
カ
ラ
仕
方
ナ
ク
渋
々
「
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
」
二
会

ツ
テ
ソ
レ
ヲ
伝
ヘ
ル
ト
、
「
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
」
　
ハ
、

　
　
　
「
休
戦
条
約
ハ
大
陸
ノ
休
戦
ダ
ケ
デ
、
島
ノ
休
戦
ノ
コ
ト
ハ
貴
国
ノ
方

　
　
デ
ハ
書
イ
テ
居
ラ
レ
ヌ
。
日
本
政
府
ハ
其
ノ
欠
点
ヲ
捉
ヘ
テ
ヤ
ツ
タ
ノ

　
　
ダ
。
何
故
貴
国
ハ
休
戦
条
約
二
島
ノ
コ
ト
ヲ
書
カ
ナ
カ
ッ
タ
カ
。
其
ノ
欠

　
　
点
ヲ
日
本
政
府
ガ
利
用
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
実
ハ
此
ノ
コ
ト
ニ

　
　
就
テ
ハ
或
ル
日
本
人
二
話
シ
テ
居
ル
カ
ラ
、
ド
ウ
モ
自
分
カ
ラ
ハ
云
ヘ

　
　
ヌ
」
ト
拒
否
シ
タ
ガ
、
其
ノ
或
ル
日
本
人
ト
云
ウ
ノ
ハ
即
チ
私
ノ
コ
ト
デ

　
　
ア
ッ
タ
。
（
金
子
記
録
四
九
頁
・
五
｝
頁
）

　
　
　
こ
の
樺
太
占
領
に
つ
い
て
は
、
谷
寿
夫
著
「
機
密
日
露
戦
史
」
第
八
章

　
　
「
樺
太
出
征
難
と
陸
海
軍
争
議
の
経
緯
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

　
　
あ
つ
て
、
そ
れ
は
上
述
記
録
の
中
に
も
出
て
い
る
長
岡
外
史
少
将
が
三
七

　
　
年
四
月
か
ら
強
く
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
陸
海
軍
首
脳
に

　
　
握
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
形
勢
一
変
し
て

　
　
六
月
九
目
参
謀
総
長
が
長
岡
次
長
に
樺
太
占
領
を
示
唆
し
、
「
六
月
十
日

　
　
次
長
は
、
昨
目
の
大
本
営
の
会
談
に
お
い
て
伊
藤
侯
が
何
等
躊
躇
す
る
こ

　
　
と
な
く
、
講
和
提
議
と
戦
争
進
行
と
は
別
物
だ
。
樺
太
は
準
備
さ
え
よ
け

　
　
れ
ぽ
遣
る
が
よ
い
と
言
い
放
た
れ
る
勇
気
と
果
断
に
つ
い
て
は
流
石
は
大

　
　
政
治
家
な
り
と
感
服
し
た
。
」
（
以
下
略
）
（
谷
前
掲
書
三
一
九
頁
・
二
〇
頁
）
と

　
　
あ
つ
て
、
以
降
若
干
の
曲
折
は
あ
つ
た
に
せ
よ
、
樺
太
占
領
が
決
行
さ
れ

　
　
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
れ
ば
、
わ
が
国
内
で
の
樺
太
出
征
の
困
難
が
、



ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
鶴
の
一
声
で
同
地
占
領
へ
踏
み
切
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
、
結

筍
樺
太
南
半
獲
得
の
条
件
作
り
が
出
来
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
樺
太
間
題
だ
け
を
と
つ
て
み
て
も
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
実
に
日
露
戦
争

の
蔭
の
立
役
老
で
あ
り
、
休
戦
条
約
違
反
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
代
弁
者
に
な

つ
て
い
て
く
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
実
際
に
具
体
的
な
樺

太
南
半
獲
得
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ヤ
ー
の
功
に
負
う
こ
と
が
頗
る
大
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
八
月
に
入
つ
て
か
ら
ポ
ー
ツ
マ
ス
会
議
が
回
を
重
ね
る
に
従
い
暗

礁
に
乗
り
上
げ
、
講
和
談
判
は
、
償
金
と
領
土
割
譲
の
二
問
題
で
・
シ
ア
が
毫

も
譲
ら
な
か
つ
た
の
で
、
決
裂
の
危
急
が
迫
つ
た
た
め
、
わ
が
政
府
当
局
は
御

前
会
議
で
樺
太
割
譲
、
償
金
の
両
要
求
を
断
念
し
て
も
講
和
を
成
立
せ
し
め
る

こ
と
に
一
決
し
、
八
月
二
八
日
に
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
我
全
権
に
電
訓
し
た
の
で
あ

つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
マ
イ
ヤ
ー
米
大
使
は
、
皇
帝
に
引
見
さ
れ
た
と
き
、
・
シ

ア
皇
帝
が
、
相
変
ら
ず
「
一
寸
の
土
地
も
一
銭
の
償
金
を
払
う
こ
と
を
肯
ん
ぜ

ず
と
断
言
せ
ら
れ
な
が
ら
、
但
し
樺
太
南
部
は
歴
史
の
関
係
に
鑑
み
之
を
譲
る

も
苦
し
か
ら
ず
と
独
り
言
の
よ
う
に
附
言
せ
ら
れ
た
」
（
石
井
菊
次
郎
著
「
外
交
鯨

録
」
昭
和
五
年
岩
波
書
店
八
二
頁
）
の
を
聞
ぎ
、
こ
れ
が
き
つ
か
け
で
樺
太
南

半
が
日
本
に
譲
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ロ
シ
ア
皇
帝
と
米

国
大
使
と
の
会
見
の
消
息
が
駐
日
英
国
公
使
か
ら
石
井
通
商
局
長
兼
電
信
課
長

の
耳
に
入
り
、
二
八
日
の
最
絡
会
議
を
一
日
延
引
さ
せ
、
前
に
電
訓
し
た
樺
太

断
念
を
取
消
し
て
、
樺
太
南
半
割
譲
説
を
持
出
す
こ
と
に
し
、
そ
の
結
果
、
・

シ
ア
全
権
は
、
北
緯
五
十
度
以
南
の
樺
太
を
割
譲
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
の
で

あ
る
。
い
わ
ぽ
、
マ
イ
ヤ
ー
情
報
が
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
の
中
に
絶
望
的
で
あ
つ

た
領
土
割
譲
を
生
か
す
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
マ
イ
ヤ
ー

　
　
　
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
そ
の
た
め
に
ロ
シ
ア
ヘ
特
派
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
米
国
大
統
領
の
対
日
友
誼
措
置
を
い
か
に
日
本
が
感
謝
し
て
も
し
切

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
殊
に
、
講
和
会
議
の
進
展
が
、
償
金
と
割
地
の
問
題
で
妨
げ
ら
れ
、
形
勢
が

不
利
と
な
つ
た
と
き
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
一
方
日
本
に
対
し
て
償
金
の
減
額

を
勧
告
す
る
と
同
時
に
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
も
日
本
の
要
求
に
応
じ
て
平
和
を

回
復
す
る
こ
と
を
勧
告
し
、
更
に
日
本
に
償
金
要
求
撤
回
を
勧
め
る
と
同
時
に
、

ロ
シ
ア
に
対
し
て
も
激
烈
に
譲
歩
を
説
き
、
講
和
成
立
に
圧
力
を
か
け
た
の
で

あ
つ
た
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
講
和
が
実
現
し
た
の
は
、
こ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統

領
の
卓
越
し
た
外
交
手
腕
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
わ
れ

わ
れ
の
認
識
が
浅
い
こ
と
を
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。

二

　
次
に
焦
点
を
あ
て
た
い
の
は
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
の
内
容
が
、
い
か
な

る
程
度
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
な
い
し
は
ア
メ
リ
カ
側
に
よ
つ
て
影
響
を
受
け
た
の

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
松
村
博
士
は
、
「
ポ
ー

ツ
マ
ス
講
和
条
約
の
『
元
』
型
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
生
れ
た
」
と
い
う
説
述
を

さ
れ
て
い
る
。
金
子
堅
太
郎
研
究
の
途
中
で
前
掲
ト
ラ
ニ
原
著
を
入
手
し
て
、

そ
の
参
考
資
料
を
詳
細
に
参
照
し
た
結
果
、
ア
ソ
ソ
ソ
・
フ
ェ
ル
プ
ス
・
ス
ト

ー
ク
ス
（
》
霧
9
℃
ぎ
一
甥
望
爵
雰
）
文
書
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ス
タ
ー
リ
ソ

グ
図
書
舘
に
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
博
士
は
、
自
ら
同
大
学
図
書
舘
を
訪
れ
、
四

箇
の
保
管
箱
に
あ
る
貴
重
な
資
料
を
検
討
し
、
そ
の
ゼ
・
ツ
ク
ス
・
コ
ピ
ー
を

作
成
し
て
、
一
九
七
四
年
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
こ
と
を
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
二
二
九
五
）



　
　
　
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

知
ら
な
か
つ
た
が
、
松
村
博
士
は
、
外
務
省
外
交
史
料
舘
に
保
存
さ
れ
て
い
た

関
係
文
書
と
突
き
合
わ
せ
た
結
果
、
非
常
に
興
味
あ
る
発
見
を
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
上
述
の
金
子
記
録
の
中
で
、
明
治
三
八
年
七
月
下
旬
小
村
全
権

が
「
会
議
二
臨
ム
積
リ
ダ
ト
携
ヘ
テ
来
タ
案
ヲ
私
二
見
セ
タ
。
ソ
レ
ハ
、
『
エ
ー

ル
』
大
学
ノ
教
授
等
ガ
書
イ
テ
呉
レ
タ
モ
ノ
ヲ
元
ニ
シ
テ
作
ッ
タ
モ
ノ
ダ
」
（
同

上
記
録
四
四
頁
）
と
い
う
部
分
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
教
授
に
よ
る
講
和
条
件
意
見
書
と
は
い
か
な
る
も
の
で

あ
つ
た
か
。
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
記
録
は
、
金
子
堅
太
郎
の
随
行
員
阪
井
賢

太
郎
が
イ
エ
ー
ル
大
学
事
務
局
長
ス
ト
ー
ク
ス
宛
に
尋
ね
た
講
和
に
関
す
る
質

問
に
対
し
て
、
国
際
法
の
権
威
セ
オ
ド
ア
・
S
・
ウ
ー
ル
ゼ
イ
（
↓
ぽ
＆
o
括
¢

譲
8
一
ω
昌
）
教
授
と
、
東
洋
史
専
攻
の
F
・
ウ
ェ
ル
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
（
円

≦
①
房
名
崔
寅
ヨ
ω
）
教
授
と
の
二
人
に
連
絡
を
と
つ
て
回
答
を
依
頼
し
た
結
果

提
出
さ
れ
た
意
見
書
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
教
授
の
ス
ト
ー
ク
ス
事
務
局

長
に
対
す
る
返
信
中
に
同
封
さ
れ
て
い
た
、
日
本
の
対
露
講
和
条
件
に
関
す
る

覚
え
書
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
個
人
的
見
解
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説

明
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
後
に
実
際
に
重
大
な
影
響
力
を
も
つ
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
文
の
金
子
か
ら
電
送
さ
れ
た
コ
ピ
ー
は
次
の
如
く
で

あ
る
。
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右
の
要
訳
は
、
左
記
の
通
り
、
金
子
の
日
露
戦
役
米
国
滞
留
記
の
中
に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
覚
え
書
き
に
つ
い
て
は
、
日
露
戦
争
当
時
金
子
の
下

で
連
絡
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
阪
井
徳
太
郎
が
、
こ
の
原
文
が
金
子
を
通
じ

て
い
か
に
日
本
に
送
ら
れ
て
、
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
た
か
を
後
年
（
昭
和
九

年
）
探
求
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
意
外
に
も
、
明
治
天
皇

の
御
私
書
箱
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
宮
内
庁
か
ら
発
行

さ
れ
て
い
る
明
治
天
皇
紀
第
十
一
の
中
で
、
明
治
三
十
八
年
二
月
の
部
分
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
「
そ
れ
は
米
国
工
ー
ル
大
学
教
授
等
目
露
講
和
条
件
を
研
究

仮
定
す
』
と
い
う
見
出
し
の
下
に
、
五
九
頁
か
ら
六
二
頁
に
か
け
て
次
の
如
く

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
セ
さ

　
　
　
米
国
に
滞
在
中
の
男
爵
金
子
堅
太
郎
、
襲
に
同
国
工
ー
ル
大
学
書
記
官

　
　
ス
ト
ー
ク
ス
よ
り
贈
ら
る
所
の
仮
定
日
露
講
和
条
件
を
外
務
大
臣
男
爵
小

　
　
村
寿
太
郎
に
密
報
し
、
以
て
他
日
の
参
考
に
供
せ
し
む
、
該
条
件
は
、
去

　
　
年
十
月
同
大
学
国
際
法
教
授
ウ
ル
ゼ
ー
、
東
洋
史
教
授
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
其

　
　
他
諸
教
授
相
集
ま
り
、
日
露
戦
争
問
題
を
以
て
研
究
課
題
と
為
し
、
仮
に

　
　
講
和
の
条
件
と
し
て
論
定
せ
し
も
の
に
し
て
、
ス
ト
ー
ク
ス
は
堅
太
郎
の

　
　
随
員
阪
井
徳
太
郎
と
友
善
た
る
の
故
を
以
て
、
当
時
之
れ
を
筆
記
し
て
以



て
堅
太
郎
に
贈
り
、
爾
来
堅
太
郎
は
深
く
之
れ
を
筐
底
に
秘
せ
し
が
、
既

に
に
し
て
歳
改
ま
り
、
旅
順
要
塞
陥
り
、
奉
天
の
運
命
も
亦
旦
夕
に
迫

り
、
一
方
東
航
の
途
中
に
在
る
敵
の
太
平
洋
第
二
艦
隊
或
は
召
還
せ
ら
る

べ
し
と
の
風
評
伝
は
り
、
袋
に
再
び
日
露
講
和
の
説
喧
伝
せ
ら
る
』
に
至

れ
る
を
以
て
、
遂
に
之
れ
を
報
ぜ
る
な
り
、
其
の
条
件
た
る
や
、
先
づ
軍

事
上
の
形
勢
之
れ
を
許
す
も
の
と
仮
定
し
、
日
本
の
露
国
に
対
す
る
最
大

要
求
を
決
す
べ
き
原
則
五
事
を
掲
べ
、
日
く
〔
日
本
の
要
求
の
原
則
五

事
〕
一
、
露
国
が
既
往
に
於
て
国
際
上
の
義
務
に
関
し
誠
実
を
欠
き
た
る

事
実
に
徴
す
る
に
、
同
国
将
来
の
行
為
に
対
し
て
は
、
他
国
に
対
す
る
よ

り
も
更
に
重
大
な
を
保
障
を
求
む
る
を
正
当
と
す
、
二
、
今
回
の
戦
争

は
、
日
本
に
取
り
て
は
真
実
に
正
当
防
禦
の
場
合
た
り
し
な
り
、
故
に
講

和
条
件
は
、
露
国
将
来
の
侵
略
に
対
し
て
適
当
な
る
保
障
を
、
日
本
に
与

う
る
も
の
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
日
本
は
再
び
干
戎
に
訴
う
る
の
必
要
を
避

く
る
に
足
る
の
措
置
を
取
る
こ
と
を
要
す
、
三
、
目
本
は
戦
争
に
供
し
た

る
犠
牲
の
代
償
と
し
て
、
韓
国
の
露
国
化
せ
ら
る
x
を
防
が
ん
た
め
、
優

越
な
る
勢
力
を
韓
国
に
占
む
る
の
権
利
を
正
当
に
獲
得
せ
り
、
四
、
日
本

は
清
国
を
し
て
其
の
還
付
せ
ら
れ
た
る
満
州
を
保
護
し
、
且
保
有
す
る
こ

と
を
得
し
め
ん
が
た
め
、
清
国
の
軍
事
上
の
発
達
を
指
導
す
る
の
権
利
を

獲
得
せ
り
、
五
、
前
記
諸
原
則
と
相
背
馳
せ
ざ
る
限
り
、
目
本
は
一
面
欧

洲
の
干
渉
を
予
防
し
、
他
面
世
界
の
進
歩
を
助
成
せ
ん
と
す
る
公
平
な
る

希
望
を
証
明
せ
ん
た
め
、
満
洲
及
び
韓
国
に
於
け
る
列
国
の
商
業
を
し
て

充
分
の
発
達
を
遂
げ
し
む
る
を
要
す
と
、
以
上
諸
原
則
に
基
づ
き
、
仮
に

講
和
条
件
五
事
を
提
起
す
、
曰
く
、
一
、
露
国
は
東
亜
の
沿
海
に
於
て
五

　
　
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

万
噸
以
上
の
海
軍
力
を
有
す
べ
か
ら
ず
、
一
、
露
国
は
満
洲
に
対
す
る
政

治
上
一
切
の
権
利
を
抱
棄
し
、
同
地
に
対
す
る
清
国
の
領
有
権
を
確
認
す

べ
し
、
一
、
旅
順
は
或
る
期
間
之
れ
を
日
本
政
府
に
委
託
し
、
清
国
が
満

洲
に
於
て
其
の
主
権
を
保
有
す
る
の
能
力
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
を
待
ち

て
、
之
れ
を
清
国
に
還
附
す
べ
し
、
一
、
日
本
は
日
韓
両
国
聞
の
協
商
を

以
て
、
韓
国
に
於
て
保
護
又
は
其
の
他
適
当
の
監
督
方
法
を
立
つ
べ
し
、

而
し
て
韓
国
の
軍
事
・
政
治
及
び
商
業
の
発
達
を
保
障
し
、
且
日
本
の

海
岸
を
防
衛
す
る
た
め
、
釜
山
又
は
其
の
附
近
に
於
て
武
装
せ
る
海
軍
根

拠
地
を
設
く
べ
し
、
一
、
露
国
は
戦
争
終
了
の
後
、
現
に
中
立
国
の
港
湾

に
抑
留
せ
ら
る
N
所
の
諸
軍
艦
を
日
本
に
交
附
す
べ
し
と
、
尚
別
に
講
和

条
約
中
に
規
定
す
べ
き
事
項
と
し
て
三
事
を
掲
げ
、
特
に
深
く
討
究
を
加

う
べ
し
と
為
す
、
曰
く
、
一
、
露
国
よ
り
償
金
を
徴
す
べ
か
ら
ず
、
蓋
し

仏
国
の
感
触
を
激
昂
せ
し
め
、
且
将
来
露
国
と
の
紛
糾
を
招
く
の
虞
あ
る

を
以
て
な
り
、
一
西
比
利
亜
の
地
は
割
譲
せ
し
む
べ
か
ら
ず
、
又
浦
塩
斯

徳
の
割
譲
を
求
む
る
こ
と
は
、
露
国
の
感
触
を
し
て
激
発
せ
し
む
る
こ
と

意
想
の
外
な
る
べ
し
、
将
来
露
国
が
仮
令
其
の
処
に
海
軍
根
拠
地
を
置
く

こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
毫
も
日
本
の
脅
威
た
ら
ざ
る
べ
し
、
一
、
満
洲
に

於
け
る
露
国
鉄
道
財
産
の
処
分
は
最
大
の
難
問
題
な
り
、
若
し
該
鉄
道
を

以
て
一
営
利
企
業
と
為
L
、
露
国
の
掌
裡
に
置
き
、
露
国
人
を
し
て
経
営

せ
し
め
ん
か
、
乃
ち
陰
謀
の
中
心
と
為
り
、
将
来
清
国
の
主
権
に
対
す
る

禍
根
と
為
る
べ
し
、
然
ら
ば
之
れ
を
軍
事
の
賠
償
と
し
て
日
本
の
手
中
に

帰
せ
し
め
ん
か
、
独
仏
の
不
平
を
招
き
従
つ
て
該
二
国
を
し
て
講
和
条
件

に
容
隊
す
る
の
辞
を
得
し
む
る
の
虞
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
将
来
日
清
両
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
二
二
九
九
）



　
　
　
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

　
　
問
の
紛
糾
を
招
致
し
、
露
国
に
干
渉
の
機
会
を
与
う
る
の
憂
あ
り
、
而
し

　
　
て
清
国
は
目
下
該
鉄
道
を
買
収
す
る
の
資
力
あ
ら
ず
、
又
自
ら
之
れ
を
管

　
　
理
経
営
す
る
組
織
を
有
せ
ず
、
故
に
姑
く
之
を
軍
事
賠
償
と
し
て
日
本
に

　
　
収
め
、
清
国
を
し
て
現
に
該
鉄
道
に
対
し
て
有
す
る
買
収
権
を
今
よ
り
十

　
　
年
乃
至
二
十
年
の
後
に
実
行
せ
し
め
、
一
方
不
定
且
奇
異
な
る
特
権
を
有

　
　
す
る
露
清
銀
行
を
閉
鎖
し
、
併
せ
て
今
後
満
洲
に
於
て
は
、
何
れ
の
国
た

　
　
る
を
問
は
ず
、
之
れ
に
類
似
す
る
の
営
業
を
瓶
む
る
こ
と
を
禁
ず
べ
し

　
　
と
、
以
上
の
条
件
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
日
本
は
今
次
の
戦
争
に
供
し
た

　
　
る
犠
牲
に
対
し
、
第
一
、
列
国
に
対
す
る
地
位
を
進
め
、
第
二
、
韓
国
に

　
　
於
て
は
自
由
行
動
の
権
利
を
得
、
第
三
、
自
国
の
領
土
及
び
国
家
生
存
の

　
　
防
禦
を
永
遠
に
確
保
し
、
第
四
、
近
時
の
工
業
及
び
軍
事
の
技
術
を
以
て

　
　
清
国
を
指
導
す
る
の
利
益
を
得
、
第
五
、
鉄
道
財
産
を
以
て
賠
償
と
す
る

　
　
こ
と
を
得
べ
し
と
云
う
に
在
り
。

　
　
以
下
の
訳
文
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
右
の
要
旨
は
、
九
月
五
目
正
式
に
調

さ
れ
た
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
と
対
比
し
て
み
る
と
、
甚
だ
し
い
相
似
性
を
も

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
表
現
、
順
序
は
変
つ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
に

せ
よ
、
講
和
条
約
の
中
核
的
部
分
は
、
前
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
要
点
を
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
x
に
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
講

和
条
約
が
成
立
す
る
以
前
に
、
閣
議
が
決
定
し
て
い
た
日
本
側
の
講
和
条
件
が

後
に
な
り
い
か
に
変
つ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
の
わ
が
国
の
条
件

は
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
満
洲
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
勢
力
を
排
除
し
て
、
同
国

が
再
び
韓
国
の
北
部
を
脅
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
軍

の
満
州
か
ら
の
撤
退
、
満
州
横
貫
鉄
道
の
商
業
化
、
な
ら
び
に
ハ
ル
ピ
ン
旅
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
（
一
四
〇
〇
）

間
の
鉄
道
お
よ
び
遼
東
半
島
租
借
地
の
日
本
へ
の
譲
渡
な
ど
と
い
つ
た
要
求
条

件
に
加
え
て
、
「
其
他
、
露
国
二
対
シ
要
求
ス
ベ
キ
主
要
条
件
ハ
、
軍
費
ノ
賠

償
、
及
薩
恰
唾
島
割
譲
ノ
外
、
尚
沿
海
州
沿
岸
二
於
ケ
ル
漁
業
ノ
自
由
ヲ
承
認

セ
シ
ム
ル
コ
ト
、
コ
レ
ナ
リ
」
と
謳
わ
れ
て
い
て
、
償
金
要
求
と
領
土
割
譲
要

求
の
双
方
が
絶
対
的
条
件
と
も
い
え
る
ほ
ど
、
「
我
要
求
中
最
モ
主
要
ナ
ル
モ

ノ
」
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
〔
日
露
講
和
に
関
す
る
小
村
外
務

大
臣
意
見
〕
（
外
務
省
編
纂
　
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
上
二
二
八
頁
～
…
二
〇
頁
）

　
し
か
し
、
四
月
二
十
一
日
の
閣
議
決
定
に
よ
る
「
日
露
講
和
条
件
予
定
」

は
、
・
シ
ア
と
の
講
和
の
た
め
に
絶
対
的
に
必
要
な
条
件
と
、
事
情
の
許
す
限

り
貫
徹
を
図
る
相
対
的
条
件
と
に
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
前
掲
日
本
外
交
年

表
並
文
書
二
三
六
頁
）
、
そ
れ
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
要
旨
に
出

来
る
だ
け
沿
う
か
の
よ
う
に
、
賠
償
金
の
要
求
と
領
土
割
譲
の
要
求
と
が
、
そ

れ
ま
で
の
絶
対
的
に
必
要
な
条
件
の
範
疇
か
ら
外
さ
れ
て
、
事
情
の
許
す
限
り

貫
徹
を
図
る
べ
き
相
対
的
条
件
の
範
疇
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
を
発

見
す
る
。
そ
の
問
題
点
の
と
り
あ
げ
方
は
、
実
に
似
通
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
六
月
三
十
日
に
講
和
会
議
に
臨
ま
ん
と
す
る
小
村
全
権
に
与
え
ら
れ
た
講
和

条
約
に
関
す
る
政
府
訓
令
は
、
さ
ら
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
覚

書
の
影
響
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
甲
、
絶
対
的
必
要
条
件

　
　
　
一
、
韓
国
ヲ
全
然
我
自
由
処
分
二
委
ス
ル
コ
ト
。

　
　
　
二
、
一
定
ノ
期
間
内
二
、
露
国
軍
隊
ヲ
満
州
ヨ
リ
撤
退
セ
シ
ム
ル
コ

　
　
　
　
　
ト
。
之
ト
同
時
二
、
我
方
二
於
テ
モ
満
州
ヨ
リ
撤
兵
ス
ル
コ
ト
。

　
　
　
三
、
遼
東
半
島
租
借
権
及
吟
爾
賓
旅
順
間
鉄
道
ヲ
我
方
二
譲
渡
セ
シ
ム



　
　
ル
コ
ト
。

右
ハ
戦
争
ノ
目
的
ヲ
達
シ
帝
国
ノ
地
位
ヲ
永
遠
二
保
障
ス
ル
為
メ
緊
要
欠

ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
付
貴
官
ハ
飽
迄
之
力
貫
徹
ヲ
期
セ
ラ
ル
ヘ

シ
。乙

、
比
較
的
必
要
条
件

　
一
、
軍
費
ヲ
賠
償
セ
シ
ム
ル
コ
ト
。
右
ハ
最
高
額
ヲ
（
）
億
円
ト
シ
、

　
　
談
判
ノ
模
様
二
依
り
其
以
内
二
於
テ
適
宜
之
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
。

　
二
、
戦
闘
ノ
結
果
、
中
立
港
二
窟
入
セ
ル
露
国
艦
艇
ヲ
交
付
セ
シ
ム
ル

　
　
コ
ト
。

　
三
、
薩
恰
唾
及
其
付
属
諸
島
ヲ
割
譲
セ
シ
ム
ル
コ
ト
。

　
四
、
沿
海
州
沿
岸
二
於
ケ
ル
漁
業
権
ヲ
与
ヘ
シ
ム
ル
コ
ト
。

丙
、
附
加
条
件

　
一
、
極
東
二
於
ケ
ル
露
国
海
軍
力
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
。

　
二
、
浦
塩
港
ノ
武
備
ヲ
撤
シ
商
港
ト
ナ
ス
コ
ト
。

右
ハ
談
判
懸
引
上
或
ハ
提
出
ヲ
可
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
取
捨
運
用
ハ
一

二
貴
官
ノ
裁
量
二
任
ス

　
講
和
全
権
が
七
月
八
日
東
京
を
離
れ
て
後
に
、
ア
メ
リ
カ
に
向
う
船
中

で
、
そ
れ
は
英
仏
両
文
に
よ
り
列
挙
的
に
十
三
ヵ
条
に
ま
と
め
直
さ
れ
た

が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
勧
告
に
よ
つ
て
、
十
三
条
よ
り
、
そ
の
十
項
目
に
当

る
「
浦
塩
斯
徳
ノ
武
備
ヲ
撤
去
シ
、
同
港
ヲ
全
然
商
業
港
ト
為
シ
、
日
本

ハ
同
場
二
領
事
ヲ
置
ク
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
」
と
い
う
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
港
武
装
解
除
ノ
要
求
条
項
を
削
除
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
金
子
が
明
治
四
十
年
五
月
廿
七
日
外
務
大
臣
林
薫
宛
に
提
出
し
た

　
　
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

「
米
国
大
統
領
『
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
』
氏
会
見
始
末
第
二
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

よ
れ
ば
、
金
子
に
、
明
治
三
八
年
七
月
二
六
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
直
後
の

小
村
が
示
し
た
「
講
和
条
件
ノ
綱
領
」
は
左
の
如
く
で
あ
つ
た
、

　
　
　
第
一
　
日
本
ハ
韓
国
ノ
軍
事
及
経
済
二
関
シ
テ
ハ
卓
越
ナ
ル
利
益
ヲ
有

　
　
ス
ル
コ
ト
及
必
要
ナ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
韓
国
ヲ
以
テ
日
本
ノ
保
護
ノ
下
二

　
　
置
ク
コ
ト

　
　
　
第
二
　
露
国
ハ
全
然
満
州
ヨ
リ
撤
兵
シ
且
ツ
同
地
方
二
於
テ
清
国
ノ
主

　
　
権
ヲ
侵
害
ス
ル
利
益
又
専
有
的
ノ
譲
与
等
ヲ
拗
棄
ス
ル
コ
ト

　
　
　
第
三
　
露
国
ハ
旅
順
大
連
其
他
ノ
租
借
地
及
諸
営
造
物
等
ヲ
日
本
二
譲

　
　
渡
ス
ル
コ
ト

　
　
　
第
四
　
露
国
ノ
恰
爾
賓
以
南
ノ
鉄
道
及
炭
坑
ヲ
日
本
二
譲
渡
ス
ル
コ
ト

　
　
　
第
五
　
露
国
ハ
商
工
業
ノ
目
的
二
限
リ
満
州
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講
和
條
約

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
九
月
四
日
「
ポ
ー
ツ
マ
ス
」

　
記
名

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）

　
於
テ
批
准
書
交
換

二
於
テ

一
〇
月
一
四
日
批
准

一
〇
月
一
五
日
帝
國
批
准
通
告

一
〇
月
一
五
日
露
國
批
准
通
告

一
〇
月
コ
ハ
日
公
布

一
一
月
二
五
日
「
ワ
シ
y
ト
ソ
」

二

日
本
國
皇
帝
陛
下
及
全
露
西
亜
國
皇
帝
陛
下
ハ
雨
國
及
其
ノ
人
民
二
耶
和
ノ

幸
福
ヲ
回
復
セ
ム
コ
ト
ヲ
欲
シ
講
和
條
約
ヲ
締
結
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
シ
之
力

爲
二
日
本
國
皇
帝
陛
下
ハ
外
務
大
臣
從
三
位
勲
一
等
男
欝
小
村
壽
太
郎
閣
下

及
亜
米
利
加
合
衆
國
駐
筍
特
命
全
権
公
使
從
三
位
勲
一
等
高
李
小
五
郎
閣
下

ヲ
全
露
西
亜
國
皇
帝
陛
下
ハ
「
プ
レ
シ
デ
ソ
ト
、
オ
ヴ
、
ゼ
、
コ
ム
、
・
・
ッ
チ

ー
、
オ
ヴ
、
ミ
ニ
ス
タ
！
ス
、
オ
ヴ
、
ゼ
、
エ
ム
パ
イ
ア
、
オ
ヴ
、
官
シ
ァ
」
、

「
セ
ク
レ
タ
リ
！
、
オ
ヴ
、
ス
テ
ー
ト
」
「
セ
ル
ジ
、
ウ
ヰ
ッ
テ
」
閣
下
及

距
米
利
加
合
衆
國
駐
筍
特
命
至
灌
大
使
「
マ
ス
タ
ー
、
オ
ヴ
、
ゼ
、
イ
ム
ピ

リ
ア
ル
、
コ
ー
ル
ト
、
オ
ヴ
、
ロ
シ
ア
」
男
爵
「
冒
ー
マ
ソ
、
P
！
ゼ
ソ
」

閣
下
ヲ
各
其
ノ
至
灌
委
員
二
任
命
セ
リ
因
テ
各
全
椹
委
員
ハ
互
二
其
ノ
委
任

歌
ヲ
示
シ
其
∠
艮
好
餐
當
ナ
ル
ヲ
認
メ
以
テ
左
ノ
諸
條
款
ヲ
協
議
決
定
セ
リ

　
　
　
　
第
　
一
　
條

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

日
本
國
皇
帝
陛
下
ト
全
露
西
亜
國
皇
帝
陛
下
ト
ノ
間
及
爾
國
虹
爾
國
臣
民
ノ

間
二
將
來
李
和
及
親
睦
ア
ル
ヘ
シ

　
　
　
　
第
二
　
條

露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
日
本
國
力
韓
國
二
於
テ
政
事
上
、
軍
事
上
及
脛
濟
上
ノ

卓
絶
ナ
ル
利
釜
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
承
認
シ
目
本
帝
國
政
府
力
韓
國
二
於
テ
必

要
ト
認
ム
ル
指
導
、
保
護
及
監
理
ノ
措
置
ヲ
執
ル
ニ
方
リ
之
ヲ
阻
磯
シ
叉
ハ

之
二
干
渉
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス

韓
國
二
於
ケ
ル
露
西
亜
國
臣
民
ハ
他
ノ
外
國
ノ
臣
民
又
ハ
人
民
ト
全
然
同
様

二
待
遇
セ
ラ
ル
ヘ
ク
之
ヲ
換
言
ス
レ
ハ
最
恵
國
ノ
臣
民
叉
ハ
人
民
ト
同
一
ノ

地
位
二
置
カ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
知
ル
ヘ
シ

爾
締
約
國
ハ
一
切
誤
解
ノ
原
因
ヲ
避
ケ
ム
カ
爲
露
韓
國
ノ
國
境
二
於
テ
露
西

亜
國
又
ハ
韓
國
ノ
領
土
ノ
安
全
ヲ
侵
迫
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
何
等
ノ
軍
事
上

措
置
ヲ
執
ラ
サ
ル
コ
ト
ニ
同
意
ス

　
　
　
　
第
三
　
條

日
本
國
及
露
西
亜
國
ハ
互
二
左
ノ
事
ヲ
約
ス

　
一
、
本
條
約
二
附
属
ス
ル
追
加
約
款
第
一
ノ
規
定
二
從
ヒ
遼
東
牛
島
租
借

　
　
　
権
力
其
ノ
効
力
ヲ
及
ホ
ス
地
域
外
ノ
満
洲
ヨ
リ
全
然
且
同
時
二
撤
兵

　
　
　
ス
ル
コ
ト

　
ニ
、
前
記
地
域
ヲ
除
ク
ノ
外
現
二
日
本
國
又
ハ
露
西
亜
國
ノ
軍
除
二
於
テ

　
　
　
占
領
シ
又
ハ
其
ノ
監
理
ノ
下
二
在
ル
満
洲
全
部
ヲ
暴
ケ
テ
全
然
清
國

　
　
　
專
麗
ノ
行
政
孟
返
附
ス
ル
コ
ト

露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
清
國
ノ
主
権
ヲ
侵
害
シ
又
ハ
機
會
均
等
主
義
ト
相
容
レ

サ
ル
何
等
ノ
領
土
上
利
釜
又
ハ
優
先
的
若
ハ
專
麗
的
譲
與
ヲ
満
洲
二
於
テ
有

セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
…
聲
明
’
ス
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ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

　
　
　
　
第
四
條

日
本
國
及
露
西
亜
國
ハ
清
國
力
滞
洲
ノ
商
工
業
ヲ
稜
達
セ
シ
メ
ム
カ
爲
列
國

二
共
通
ス
生
般
ノ
措
置
ヲ
執
ル
ニ
方
リ
之
ヲ
阻
畷
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
互
二
約
ス

　
　
　
　
第
五
　
條

露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
清
國
政
府
ノ
承
諾
ヲ
以
テ
放
順
口
、
大
連
蛇
其
ノ
附
近

ノ
領
土
及
領
水
ノ
租
借
権
及
該
租
借
灌
二
關
聯
シ
又
ハ
其
ノ
一
部
ヲ
組
成
ス

ル
一
切
ノ
権
利
、
特
権
及
譲
與
ヲ
日
本
帝
國
政
府
二
移
韓
譲
渡
ス
露
西
亜
帝

國
政
府
ハ
又
前
記
租
借
権
力
其
ノ
効
力
ヲ
及
ホ
ス
地
域
二
於
ケ
ル
朔
切
ノ
公

共
螢
造
物
及
財
産
ヲ
日
本
帝
國
政
府
二
移
韓
譲
渡
ス

繭
締
約
國
ハ
前
記
規
定
二
係
ル
清
國
政
府
ノ
承
諾
ヲ
得
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
互
二
約

ス日
本
帝
國
政
府
二
於
テ
ハ
前
記
地
域
二
於
ケ
ル
露
西
亜
國
臣
民
ノ
財
議
権
力

完
全
二
魚
重
セ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

　
　
　
　
第
　
六
　
條

露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
長
春
（
寛
城
子
）
旋
順
口
間
ノ
鐵
道
及
其
ノ
一
切
ノ
支

線
拉
同
地
方
二
於
テ
之
二
附
属
ス
ル
一
切
ノ
権
利
、
特
灌
及
財
産
及
同
地
方

二
於
テ
該
鐵
道
二
厩
シ
叉
ハ
其
ノ
利
釜
ノ
爲
メ
ニ
脛
管
セ
ラ
ル
ル
一
切
ノ
炭

坑
ヲ
補
償
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
ク
且
清
國
政
府
ノ
承
諾
ヲ
以
テ
日
本
帝
國
政
府

二
移
韓
譲
渡
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

爾
締
約
國
ハ
前
記
規
定
二
係
ル
清
國
政
府
ノ
承
諾
ヲ
得
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
互
二
約

ス　
　
　
　
第
七
條

日
本
國
及
露
西
亜
國
ハ
滞
洲
二
於
ケ
ル
各
自
ノ
鐵
道
ヲ
全
ク
商
工
業
ノ
目
的

二
限
リ
脛
螢
シ
決
シ
テ
軍
絡
ノ
目
的
ヲ
以
テ
之
ヲ
経
螢
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
（
一
四
一
〇
）

該
制
限
ハ
遼
東
宇
島
租
借
橿
力
其
ノ
効
力
ヲ
及
ホ
ス
地
域
二
於
ケ
ル
鐵
道
二

適
用
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
知
ル
ヘ
シ

　
　
　
第
八
條

日
本
帝
國
政
府
及
露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
交
通
及
蓮
輸
ヲ
増
進
シ
且
之
ヲ
便
易

ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
滞
洲
二
於
ケ
ル
其
ノ
接
績
鐵
道
業
務
ヲ
規
定
セ

ソ
カ
爲
成
ル
ヘ
ク
速
二
別
約
ヲ
締
結
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
第
九
條

露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
薩
恰
堕
島
南
部
及
其
ノ
附
近
二
於
ケ
ル
一
切
ノ
島
螺
拉

該
地
方
二
於
ケ
ル
一
切
ノ
公
共
螢
造
物
及
財
産
ヲ
完
全
ナ
ル
主
灌
ト
共
二
永

遠
日
本
帝
國
政
府
二
譲
與
ス
其
ノ
譲
與
地
域
ノ
北
方
境
界
ハ
北
緯
五
十
度
ト

定
ム
該
地
域
ノ
正
確
ナ
ル
境
界
線
ハ
本
條
約
二
附
騎
ス
ル
追
加
約
款
第
ニ
ノ

規
定
二
從
ヒ
之
ヲ
決
定
ス
ヘ
シ

目
本
國
及
露
西
亜
國
ハ
薩
恰
随
島
又
ハ
其
ノ
附
近
ノ
島
喚
二
於
ケ
ル
各
自
ノ

領
地
内
二
墜
量
其
ノ
他
之
二
類
ス
ル
軍
事
上
工
作
物
ヲ
築
造
セ
サ
ル
コ
ト
ニ

互
二
同
意
ス
叉
爾
國
ハ
各
宗
谷
海
峡
及
纏
靱
海
挾
ノ
自
由
航
海
ヲ
防
蕨
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
何
等
ノ
軍
事
上
措
置
ヲ
執
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス

　
　
　
　
第
　
＋
　
條

日
本
國
二
譲
與
セ
ラ
レ
タ
ル
地
域
ノ
佳
民
タ
ル
露
西
亜
國
臣
民
二
付
テ
ハ
其

ノ
不
動
産
ヲ
費
却
シ
テ
本
國
二
限
去
ス
ル
ノ
自
由
ヲ
留
保
ス
但
シ
該
露
西
亜

國
臣
民
二
於
テ
譲
與
地
域
二
在
留
セ
ム
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
日
本
國
ノ
法
律
及

管
轄
権
二
服
從
ス
ル
コ
ト
ヲ
條
件
ト
シ
テ
完
全
二
其
ノ
職
業
二
從
事
シ
且
財

産
権
ヲ
行
使
ス
ル
ニ
於
テ
支
持
保
護
セ
ラ
ル
ヘ
シ
日
本
國
ハ
政
事
上
又
ハ
行

政
上
ノ
灌
能
ヲ
失
ヒ
タ
ル
住
民
二
封
シ
前
記
地
域
二
於
ケ
ル
居
佳
権
ヲ
撤
回

シ
叉
ハ
之
ヲ
該
地
域
ヨ
リ
放
逐
ス
ヘ
キ
充
分
ノ
自
由
ヲ
有
ス
但
シ
日
本
國
ハ



前
記
佳
民
ノ
財
産
権
力
完
全
二
魚
重
セ
ラ
ル
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

　
　
　
　
第
　
＋
一
　
條

露
西
亜
國
ハ
日
本
海
、
「
オ
コ
！
ッ
ク
」
海
及
「
ベ
ー
リ
ソ
グ
」
海
二
瀕
ス

ル
露
西
亜
國
領
地
ノ
滑
岸
二
於
ケ
ル
漁
業
灌
ヲ
日
本
國
臣
民
二
許
與
セ
ム
カ

爲
日
本
國
ト
協
定
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

前
項
ノ
約
束
ハ
前
記
方
面
二
於
テ
既
二
露
西
亜
國
又
ハ
外
國
ノ
臣
民
二
膓
ス

ル
所
ノ
灌
利
二
影
響
ヲ
及
サ
サ
ル
コ
ト
ニ
讐
方
同
意
ス

　
　
　
　
第
　
＋
二
　
條

日
露
通
商
航
海
條
約
ハ
職
孚
ノ
爲
屡
止
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
日
本
帝
國
政
府

及
露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
現
下
ノ
職
孚
以
前
二
効
力
ヲ
有
シ
タ
ル
條
約
ヲ
基
礎

ト
シ
テ
新
二
通
商
航
海
條
約
ヲ
締
結
ス
ル
ニ
至
ル
マ
テ
ノ
間
爾
國
通
商
關
係

ノ
基
礎
ト
シ
テ
相
互
二
最
恵
國
ノ
地
位
二
於
ケ
ル
待
遇
ヲ
與
フ
ル
ノ
方
法
ヲ

採
用
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス
而
シ
テ
輸
入
税
及
輸
出
視
、
税
關
手
績
、
通
過
税

及
噸
税
鼓
一
方
ノ
代
辮
者
、
臣
民
及
船
舶
二
封
ス
ル
他
ノ
一
方
ノ
領
土
ご
於

ケ
ル
入
國
ノ
許
可
及
待
遇
ハ
何
レ
モ
前
記
ノ
方
法
二
依
ル

　
　
　
　
第
　
十
三
　
條

本
條
約
實
施
ノ
後
成
ル
ヘ
ク
速
二
一
切
ノ
俘
虜
ハ
互
二
之
ヲ
還
附
ス
ヘ
シ
日

本
帝
國
政
府
及
露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
各
俘
虜
ヲ
引
受
ク
ヘ
キ
一
名
ノ
特
別
委

員
ヲ
任
命
ス
ヘ
シ
一
方
ノ
政
府
ハ
牧
容
二
係
ル
一
切
ノ
俘
虜
ハ
他
ノ
一
方
ノ

政
府
ノ
特
別
委
員
又
ハ
正
當
二
其
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
タ
ル
代
表
者
二
引
渡
シ
同

委
員
ハ
其
ノ
代
表
者
二
於
テ
之
ヲ
受
領
ス
ヘ
ク
而
シ
テ
其
ノ
引
渡
及
受
領
ハ

引
渡
國
ヨ
リ
豫
メ
受
領
國
ノ
特
別
委
員
二
通
知
ス
ヘ
キ
便
宜
ノ
人
員
及
引
渡

國
二
於
ケ
ル
便
宜
ノ
出
入
地
二
於
テ
之
ヲ
行
フ
ヘ
シ

日
本
國
政
府
及
露
西
亜
國
政
府
ハ
俘
虜
引
渡
完
了
ノ
後
成
ル
ヘ
ク
速
二
俘
虜

　
　
　
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

ノ
捕
獲
叉
ハ
投
降
ノ
日
ヨ
リ
死
亡
又
ハ
引
渡
ノ
時
二
至
ル
マ
テ
之
力
保
護
給

養
ノ
爲
二
各
負
捲
シ
タ
ル
直
接
費
用
ノ
計
算
書
ヲ
互
二
提
出
ス
ヘ
シ
同
計
算

書
交
換
ノ
後
露
西
亜
國
ハ
成
ル
ヘ
ク
速
二
日
本
國
力
前
記
ノ
用
途
二
支
出
シ

タ
ル
實
際
ノ
金
額
ト
露
西
亜
國
力
同
檬
二
支
出
シ
タ
ル
實
際
ノ
金
額
ト
ノ
差

額
ヲ
日
本
國
二
沸
戻
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

　
　
　
　
第
　
＋
四
　
條

本
條
約
ハ
日
本
國
皇
帝
陛
下
及
全
露
西
亜
國
皇
帝
陛
下
二
於
テ
批
准
セ
ラ
ル

ヘ
シ
該
批
准
ハ
成
ル
ヘ
ク
速
二
且
如
何
ナ
ル
場
合
二
於
テ
モ
本
條
約
調
印
ノ

日
ヨ
リ
五
＋
日
以
内
二
東
京
駐
筍
佛
蘭
西
國
公
使
及
聖
彼
得
墜
駐
笥
亜
米
利

加
合
衆
國
大
使
ヲ
脛
テ
日
本
帝
國
政
府
及
露
西
亜
帝
國
政
府
二
各
之
ヲ
通
告

ス
ヘ
シ
而
シ
テ
其
ノ
終
ノ
通
告
ノ
日
ヨ
リ
本
條
約
ハ
全
部
ヲ
通
シ
テ
完
全
ノ

効
力
ヲ
生
ス
ヘ
シ
正
式
ノ
批
准
交
換
ハ
成
ル
ヘ
ク
速
二
華
盛
頓
二
於
テ
之
ヲ

行
フ
ヘ
シ

　
　
　
　
第
＋
五
條

本
條
約
ハ
英
吉
利
文
及
佛
蘭
西
文
ヲ
以
テ
各
二
通
ヲ
作
リ
之
二
調
印
ス
ヘ
シ

其
ノ
各
本
文
ハ
全
然
符
合
ス
ト
難
モ
其
ノ
解
繹
二
差
異
ア
ル
場
合
ニ
ハ
佛
蘭

西
文
二
擦
ル
ヘ
シ

右
謹
族
ト
シ
テ
爾
帝
國
全
権
委
員
ハ
蚊
二
本
講
和
條
約
二
記
名
調
印
ス
ル
モ

ノ
ナ
リ

　
明
治
三
十
八
年
九
月
五
日
師
一
干
九
百
五
年
八
月
二
十
三
日
（
九
月
五

　
日
）
「
ポ
ー
ッ
マ
ス
」
（
「
ニ
ュ
ー
、
ハ
ム
プ
シ
ャ
」
州
）
二
於
テ
之
ヲ
作

　
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
村
壽
太
郎
（
記
名
）
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
李
小
五
郎
（
記
名
）
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
一
四
二
）



ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

セ
ル
ジ
、
ウ
ヰ
ッ

β
　
　
ー
　
　
ゼ

ソテ
　ノヘ
記記
名名
）　 ）

印印

　
　
　
　
追
加
約
款

　
　
　
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
九
月
五
日
「
ポ
ー
ッ
マ
ス
」
二
於
テ
記

　
　
　
名

　
　
　
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
一
〇
月
一
六
日
公
布

本
日
附
日
本
及
露
西
亜
國
間
講
和
條
約
第
三
條
及
第
九
條
ノ
規
定
二
從
ヒ
下

名
ノ
全
権
委
員
ハ
左
ノ
追
加
約
款
ヲ
締
結
セ
リ

第
一
第
三
條
二
付

　
日
本
帝
國
政
府
及
露
西
亜
帝
國
政
府
ハ
同
時
二
且
講
和
條
約
ノ
實
施
後
直

　
二
漏
洲
ノ
地
域
ヨ
リ
各
其
ノ
軍
隊
ノ
撤
退
ヲ
開
始
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
互
二
約

　
ス
而
シ
テ
講
和
條
約
實
施
ノ
日
ヨ
リ
十
八
箇
月
ノ
期
間
内
二
爾
國
ノ
軍
隊

　
ハ
遼
東
牟
島
租
借
地
以
外
ノ
満
洲
ヨ
リ
全
然
撤
退
ス
ヘ
シ

　
前
面
陣
地
ヲ
占
領
ス
ル
爾
國
軍
隊
ハ
最
先
二
撤
退
ス
ヘ
シ

　
爾
締
約
國
ハ
滞
洲
二
於
ケ
ル
各
自
ノ
鐵
道
線
路
ヲ
保
護
セ
ム
カ
爲
守
備
兵

　
ヲ
置
ク
ノ
権
利
ヲ
留
保
ス
該
守
備
兵
ノ
数
ハ
一
「
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
毎
二

　
十
五
名
ヲ
超
過
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
而
シ
テ
日
本
國
及
露
西
亜
國
軍
司
令
官

　
ハ
前
記
最
大
轍
以
内
二
於
テ
實
際
ノ
必
要
二
顧
ミ
之
ヲ
使
用
セ
ラ
ル
ヘ
キ

　
守
備
兵
ノ
籔
ヲ
鍵
方
ノ
合
意
ヲ
以
テ
成
ル
ヘ
ク
少
激
二
限
定
ス
ヘ
シ

　
満
洲
二
於
ケ
ル
日
本
國
及
露
西
亜
國
軍
司
令
官
ハ
前
記
ノ
原
則
二
從
ヒ
撤

　
兵
ノ
細
目
ヲ
協
定
シ
成
ル
ヘ
ク
速
二
且
如
何
ナ
ル
場
合
二
於
テ
モ
＋
八
箇

　
月
ヲ
超
エ
サ
ル
期
間
内
二
撤
兵
ヲ
實
行
セ
ム
カ
爲
讐
方
ノ
合
意
ヲ
以
テ
必

　
要
ナ
ル
措
照
旦
ヲ
一
執
ル
ヘ
シ

五
六
　
（
一
四
一
二
）

第
二
　
第
九
條
二
付

　
爾
締
約
國
二
於
テ
各
任
命
ス
ヘ
キ
同
籔
ノ
人
員
ヨ
リ
成
ル
境
界
劃
定
委
員

　
ハ
本
條
約
實
施
後
成
ル
ヘ
ク
速
二
薩
恰
腫
島
二
於
ケ
ル
日
本
國
及
露
西
亜

　
國
領
地
間
ノ
正
確
ナ
ル
境
界
ヲ
永
久
ノ
方
法
ヲ
以
テ
實
地
二
就
キ
劃
定
ス

　
ヘ
シ
該
委
員
ハ
地
形
ノ
許
ス
限
リ
北
緯
五
＋
度
ヲ
以
テ
境
界
線
ト
ナ
ス
コ

　
ト
ヲ
要
ス
若
シ
何
レ
カ
ノ
地
黙
二
於
テ
同
緯
度
ヨ
リ
偏
俺
ス
ル
ノ
必
要
ヲ

　
認
ム
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
地
黙
二
於
ケ
ル
射
當
ノ
偏
椅
二
依
リ
テ
之
ヲ
墳
補
ス

　
ヘ
シ
該
委
員
ハ
譲
與
中
二
包
含
セ
ラ
ル
ル
附
近
島
峡
ノ
表
及
明
細
書
ヲ
調

　
製
ス
ル
ノ
任
二
営
リ
且
譲
與
地
域
ノ
境
界
ヲ
示
ス
地
圖
ヲ
調
製
シ
之
二
署

　
名
ス
ヘ
シ
該
委
員
ノ
事
業
ハ
爾
締
約
國
ノ
承
認
ヲ
脛
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

前
記
追
加
約
款
ハ
其
ノ
附
屡
ス
ル
講
和
條
約
ノ
批
准
ト
共
二
批
准
セ
ラ
レ
タ

ル
モ
ノ
ト
看
｝
倣
サ
ル
ヘ
シ

　
明
治
三
十
八
年
九
月
五
日
印
千
九
百
五
年
八
月
二
十
三
日
（
九
月
五
日
）

　
「
ポ
ー
ッ
マ
ス
」
二
於
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
村
壽
太
郎
（
記
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
李
小
五
郎
（
記
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ル
ジ
、
ウ
ヰ
ヅ
テ
（
記
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ゼ
ン
（
一
記
名
V

三

　
こ
の
正
式
の
条
約
を
イ
ェ
ー
ル
大
学
覚
え
書
の
要
点
と
対
比
し
て
み
る
な
ら

ば
、
正
式
条
約
の
第
三
条
で
、
日
露
両
国
は
遼
東
半
島
（
旅
順
を
除
き
）
、
「
満
州

ヨ
リ
全
然
且
同
時
二
撤
兵
ス
ル
コ
ト
」
と
、
そ
の
撤
兵
し
た
地
域
を
中
国
に
還

付
す
る
こ
と
を
、
相
互
の
誓
約
と
し
て
と
り
ぎ
め
た
こ
と
に
先
ず
気
付
く
。
・



シ
ア
は
そ
の
条
約
の
中
で
「
清
国
ノ
主
権
ヲ
侵
害
シ
又
ハ
機
会
均
等
主
義
ト
相

容
レ
」
な
い
い
か
な
る
種
類
の
特
権
も
満
州
で
所
有
し
な
い
こ
と
を
声
明
し
て

い
る
。

　
そ
の
第
四
条
で
日
露
、
両
国
は
「
清
国
ガ
満
州
ノ
商
工
業
ヲ
発
達
セ
シ
メ
ム

ガ
為
列
国
二
共
通
ス
ル
一
般
ノ
措
置
ヲ
執
ル
ニ
方
リ
、
之
ヲ
阻
硬
セ
ザ
ル
コ

ト
」
を
互
に
約
束
し
合
い
、
第
五
条
で
は
、
p
シ
ア
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
シ
ソ

ポ
ジ
ュ
ー
ム
覚
書
通
り
、
遼
東
半
島
の
租
借
権
を
日
本
へ
移
転
し
た
。
日
本
が

「
韓
国
二
於
テ
ハ
日
韓
両
国
間
ノ
協
商
ヲ
以
テ
保
護
又
ハ
其
他
ノ
監
督
方
法
ヲ

立
ッ
ベ
シ
」
と
し
た
同
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
覚
書
の
提
案
は
、
正
式
条
約
の
第
二

条
の
中
で
、
・
シ
ア
は
、
「
日
本
力
韓
国
二
於
テ
政
事
上
、
軍
事
上
、
及
経
済

上
、
ノ
卓
絶
ナ
ル
利
益
」
を
承
認
し
て
、
日
本
が
同
地
域
で
必
要
と
認
め
て
と

る
「
指
導
、
保
護
及
監
理
ノ
措
置
」
に
対
し
干
渉
し
な
い
よ
う
に
約
束
す
る
こ

と
と
符
合
し
て
い
る
。

　
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
賠
償
金
に
つ
い
て
シ
ソ
ポ
ジ
ュ
ー
ム
覚
書
で

「
露
国
ヨ
リ
償
金
ヲ
徴
セ
ザ
ル
コ
ト
」
と
勧
告
さ
れ
て
い
た
の
に
拘
ら
ず
、
小

村
全
権
が
賠
償
に
固
執
し
た
た
め
会
議
は
行
詰
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
結
局
こ
の

賠
償
条
項
は
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
て
、
は
じ
め
て
打
開
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
領
土
条
項
に
お
い
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
構
想
と
相
容
れ
な
い
形

と
な
り
、
樺
太
南
半
を
日
本
が
収
め
る
こ
と
に
な
つ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
も
、

一
た
ん
は
我
方
が
樺
太
全
部
を
放
棄
し
て
ま
で
妥
結
し
よ
う
と
し
た
直
前
、
マ

イ
ヤ
ー
電
報
の
お
蔭
で
漸
く
に
し
て
実
現
し
た
の
は
一
で
既
述
し
た
通
り
で
あ

る
。　

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
覚
書
原
則
画
の
「
清
国
ノ
軍
事
上
ノ
発
達
ヲ
指
導

ス
ル
権
利
」
を
日
本
が
獲
得
す
る
と
い
う
部
分
は
、
明
示
的
に
は
正
式
条
約
に

見
出
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
根
拠
が
あ
つ
た
れ
ぽ
こ
そ
、
一
二
月
二
二
日

北
京
で
調
印
さ
れ
た
「
日
清
満
州
に
関
す
る
条
約
」
を
小
村
は
強
引
に
通
す
こ

と
が
出
来
た
と
い
え
よ
う
。
明
治
三
八
年
一
一
月
一
七
日
京
城
で
調
印
さ
れ
た

日
韓
協
約
も
、
こ
の
日
清
条
約
と
同
様
に
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
基
本
線
の

上
に
立
つ
て
強
行
さ
れ
た
と
い
つ
て
差
支
え
な
い
。

　
以
上
を
通
じ
て
み
る
と
き
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
は
、
そ
の
条
約
文
作
成

過
程
に
お
い
て
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
シ
ソ
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
要
綱
が
大
き
な
影
響
を

与
え
、
そ
れ
が
日
本
側
の
支
え
に
な
つ
て
い
た
こ
と
を
発
見
す
る
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
こ
の
講
和
条
約
文
の
形
成
の
み
な
ら
ず
、
日
露
講
和
の
成
立
そ
の

も
の
が
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
深
甚
な
配
慮
尽
力
の
賜
で
あ
る

こ
と
を
知
る
と
き
、
彼
が
そ
の
故
を
以
て
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た
の

は
、
故
な
し
と
し
な
い
。

　
追
記
　
本
稿
の
執
筆
に
当
つ
て
は
、
松
村
正
義
博
士
か
ら
貴
重
な
示
唆
を

受
け
、
ま
た
関
係
の
原
文
資
料
コ
ピ
ー
及
び
国
轟
①
器
コ
　
↓
轟
巳
”
↓
冨

↓
『
3
蔓
9
ぎ
旨
ω
巨
3
浮
の
原
書
を
貸
与
さ
れ
た
こ
と
に
負
う
こ
と
が
少

く
な
い
。
ま
た
、
関
係
文
書
の
閲
読
に
当
り
、
外
務
省
外
交
史
料
館
の
田
中
正

弘
氏
の
好
意
を
受
け
た
。
こ
こ
に
両
氏
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
成
立
秘
史

五
七
　
　
（
一
四
一
三
）


